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事件と同等の）故意性を認定し，最高懲役 20 年の刑罰を下すことを可能とした．さらに 2002 年
の道路交通法施行令改正により，飲酒運転の罰則が強化され（「2 年以下の懲役または 10 万円以
下の罰金」から ｢3 年以下の懲役，または 30 万円以下の罰金 ｣），飲酒運転の認定基準も厳格化




26,280 件をピークとし．2005 年には 13,875 件まで減少した．総交通事故件数に占める飲酒事故




れていた．その様な状況において，2006 年 8 月に福岡海ノ中道大橋において幼い子ども 3 名が
犠牲となる飲酒運転死亡事故が発生し，事故後に被害者の救済もせず，大量の水を飲むことで飲
酒事実の発覚を免れようとした加害者の悪質性もあり，再度飲酒運転に対する厳しい社会的な批
判が巻き起こることとなる．世論の盛り上がりを背景に，2007 年 9 月の道路交通法改正施行に
より，飲酒運転に関する罰則が再度強化された（酒酔い運転「5 年以下の懲役又は 100 万円以下









「3 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金」，酒気帯び運転案件において「2 年以下の懲役又は 30
万円以下の罰金」）．危険運転致死傷罪のほう助に関しても，その適用が厳格化されてきており，
2008 年 2 月埼玉県で起きた 2 名が死亡，7 名が負傷した飲酒運転交通事故に際し，当事者（事故
を起こした運転者）がアルコールの影響で正常な運転が困難であることを認識しながら，運転を
了解し，制止することなく黙認を続けたとして，2 名の同席者に危険運転致死傷ほう助罪が適用




















































から回答を得た（回収率は約 60％であった）．性格特性尺度に対する回答の分散が 0 となってい















を反映する認知判断傾向を計測可能な心理尺度を採用した．今回の調査においては① Locus of 
Control 尺度（18 項目，4 件法［9］），②認知的熟慮性―衝動性尺度（10 項目，4 件法［10］），③楽























































































LOC 得点 t 値 熟慮性得点 t 値 楽観主義得点 t 値 悲観主義得点 t 値
飲酒運転 は　い 49.35（5.51） 1.37 26.97（5.14） 0.36 12.5   （2.47） 0.94 8.75（1.74） 0.65いいえ 50.38（6.61） 27.17（4.66） 12.77（2.31） 8.89（1.81）
黙　　認 は　い 49.65（6.46） 1.36 26.73（4.61） 1.63 12.46（2.33） 2.00* 8.77（1.72） 0.93いいえ 50.59（6.09） 27.59（5.11） 12.97（2.39） 8.95（1.87）
注　　意 は　い 50.52（6.16） 3.89** 27.13（4.95） 0.19 12.75（2.33） 1.55 8.78（1.79） 2.02*いいえ 46.28（6.34） 26.97（3.39） 12.11（2.57） 9.42（1.66）
注：括弧内の数値は各尺度得点の標準偏差を示す．回答群間でｔ検定を実施し，その結果を表内に付記して
いる（すべての検定において自由度は 335）．

























［１］ Bjerver K. & Goldberg L. 1950 "Effect of alcohol ingestion on driving ability: results of practical 
road tests and laboratory experiments." Quarterly Journal of Studies on Alcohol 2. 1-30.
［２］ Carpenter JA. 1962 "Effects of alcohol on some psychological processes: a critical review with special 
reference to automobile driving skill." Quarterly Journal of Studies on Alcohol 23. 274-314
［３］ 内閣府　平成 23 年度交通安全白書
［４］ 中村信次 2007「アルコール摂取が知覚判断課題に及ぼす影響（2） － ANT を用いた検討－」日本心
理学会第 71 回大会発表論文集　p. 1235
［５］ 中村信次 2008「アルコール摂取が知覚判断課題に及ぼす影響（3）－ MOT 課題を用いた検討－」日
本心理学会第 72 回大会発表論文集　p. 1393
［６］ 中村信次 2007「アルコール摂取が認知課題遂行に及ぼす影響－飲酒運転はドライバーの認知判断能
力をいかに阻害するのか？－」日本福祉大学情報社会科学論集 10 21-26
［７］ Seno T. & Nakamura S. 2013 "Alcohol consumption enhances vection." Perception in press
［８］ Cronbach L. & Snow R. 1977 Aptitudes and Instuctional Methods: A Handbook for Research on 
85
飲酒運転に対する態度
Interactions. New York: Irvington






［12］ 今井 芳昭 2006 依頼と説得の心理学－人は他者にどう影響を与えるか　サイエンス社 
［13］ 芳賀繁 2010 「アルコール摂取がリスクテイキング行動に及ぼす影響：クイズを用いた室内実験による
検証」 日本心理学会第 74 回大会発表論文集　p. 1246
謝辞
　本調査は三井住友海上福祉財団からの研究助成を得て行われた．記して謝意を示す．
